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本日は 7月 18日，海の日です。現在コロナの第 7
波が猛威を振るっていますが，この第 7波では本当
に目の前の身近な方が感染し，感染爆発のたびに感染
力は増しているようにも感じます。多くの医療従事者
が感染し，濃厚接触者も拡大して，無症状者からの
PCR陽性で通常の医療が進まなくなってきています。
しかし，この連休前の週末から鉄道，飛行機，駅や空
港では人があふれておりました。闇雲に手綱を緩める
わけにはいかなそうですが，行動規制や人との交流制
限はもう限界で，さりとて全くコロナを単なる夏風邪
同様に無視することもできず本当に悩ましい限りで
す。難しいとは思いますが，筋の通った，ぶれない政
策を期待したいと思います。
さて本号の特集は「眼内レンズ度数計算アップデー
ト」，それに続き綜説は「緑内障点眼薬の現状と今後

の展望」「黄斑上膜の手術適応」と明日からの臨床に
直結する話題が中心です。専門ではありませんが，清
水公也教授の教室で育った私には，特集の各話題，す
なわち「眼内レンズ度数計算式の種類と術後屈折誤差
の要因」「長・短眼軸長眼への対応」「屈折矯正手術後
眼への対応」「屈折誤差への対応（術中計測・ピギー
バック法）」が，屈折矯正手術の意味合いが強い現在
の白内障手術でいかに重要か大変よく理解できます。
冒頭で須藤先生が述べられているように，どんなに最
高の白内障手術を受けようともレンズの度数が患者の
希望と異なると術後の期待が壊れるだけではなく，不
信感さえ生ずる可能があります。ぜひ，現在現場の中
心で手術をされている先生には必読していただきたい
と思います。
� （石川　均・記）
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